
が
出
来
て
し
ま
っ
た
場
合
、お
客
様
が
選
ぶ
た

め
の
表
示
方
法
や
周
知
の
徹
底
、ま
た
課
税
事

業
者
の
登
録
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
領
収
書
の

変
更
等
、
今
後
対
応

に
追
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
後
の
審
議
に

て
、
決
議
事
項
は
原

案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

都内個人タクシー現況（平成31年3月1日現在） 
許可事業者数  12,357名（前月比 −66名）

（特別区、武三11,948名  北多摩155名  南多摩254名）

傘下事業者数  12,116名（前月比 −40名）
（特別区、武三11,712名  北多摩152名  南多摩252名）

※集計方法は運輸行政と異なります。

　

理
事
会
冒
頭
、秋
田
会
長
か
ら
現
在
の
業
界

を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
、次
の
よ
う
な
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

課
税
・
免
税
の
運
賃
差
な
し

　

昨
日
、国
土
交
通
省
よ
り
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
伴
う
運
賃
改
定
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、

通
達
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。運
賃
の
算
定
方

法
は
現
状
の
運
賃
に
所
要
増
収
率
１
０
８
分

の
１
１
０
を
乗
じ
る
と
い
う
こ
と
で
、お
そ
ら

く
初
乗
り
４
２
０
円
、加
算
運
賃
は
距
離
を
調

整
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。心
配

し
て
い
た
消
費
税
増
税
に
伴
う
課
税
事
業
者

と
免
税
事
業
者
の
運
賃
差
に
関
わ
る
文
面
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。平
成
９
年
の
消
費
税
率

改
定
の
際
に
は
「
免
税
事
業
者
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
消
費
税
率
等
の
引
き
上
げ
分
の
転
嫁

措
置
の
対
象
外
と
し
て
取
扱
う
」と
い
う
一
文

と
と
も
に
、運
賃
が
６
５
０
円
、６
６
０
円
と

２
種
類
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、ひ
と
ま

ず
今
回
は
「
課
税
事
業
者
と
免
税
事
業
者
間
に

運
賃
差
は
生
じ
な
い
」と
思
わ
れ
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応

　

今
回
の
取
扱
通
達
は
、２
０
２
３
年
の
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
伴
い
、個
人
タ
ク
シ
ー
も

課
税
事
業
者
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
の

措
置
と
思
わ
れ
ま
す
。個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者

も
課
税
事
業
者
へ
と
い
う
大
き
な
流
れ
が
来

て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
に

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
と
し
て
、個
人
タ

ク
シ
ー
の
中
に
課
税
事
業
者
と
免
税
事
業
者

運
賃
改
定
の

　
方
針
が
決
ま
る

場　
　

所

日
個
連
会
館

決
議
事
項

①	

特
定
地
域
街
頭
営
業
ル
ー
ル
実
施
要
綱
一
部

改
定
（
案
）承
認
の
件

開
催
日
時

３
月
14
日（
木
）
午
後
１
時
30
分

第
50
回
　
理
事
会
の
焦
点

羽田空港国際線 マナー問題
　理事会当日、2月21日開催のタクシーセンター主催「街頭
指導会議」にて問題となった、羽田空港国際線タクシープー
ルの現状の映像が流されるとともに説明が行われました。
タクシー運転者による指定場所以外での喫煙やゴミ・タバ
コの吸い殻の投げ棄て、植栽帯においては立小便の影響で
一部枯れている植栽が見られ、注意喚起を行うも改善が見
られないということで、改めてマナー改善の要請がありま
した。

▶︎所定の喫煙所が
あるにもかかわらず、
タクシープールの脇
で喫煙をする運転者
たち

◀︎羽田空港国際線タクシ
ープール内の側溝に捨てら
れた、多くのゴミやタバコの
吸い殻

発行者　一般社団法人東京都個人タクシー協会　教育広報委員会　東京都豊島区南大塚1-2-12　日個連会館5階　（03）3947-1461　http://www.kojintaxi-tokyo.or.jp/
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海
外
か
ら
来
日
さ
れ
る

補
助
犬
使
用
者
へ
の

対
応
に
つ
い
て

　

海
外
か
ら
補
助
犬
（
日
本
で
の
「
盲
導
犬
」

「
介
助
犬
」「
聴
導
犬
」と
同
等
の
役
割
を
持
つ

犬
）を
伴
っ
て
来
日
さ
れ
る
補
助
犬
使
用
者
の

方
々
に
は
、認
定
団
体
よ
り
「
期
間
限
定
証
明

書
」が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
観
点
か

ら
、証
明
書
の
あ
る
使
用
者
に
つい
て
は
、日
本
の

補
助
犬
同
様
、タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
合
の

補
助
犬
の
同
伴
を
拒
ま
な
い
等
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◦
使
用
者
は
、発
行
さ
れ
た
証
明
書
及
び
表
示

を
、来
日
中
、常
に
携
帯
し
て
い
ま
す
。

客
様
の
気
持
ち
を
ぐ
っ
と
惹
き
つ
け
る
一
言
に
な

る
と
思
い
ま
す
。短
い
時
間
の
中
で
簡
潔
に
お
答

え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、そ
の
場
に

最
適
な
言
葉
を
選
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、こ
の
試
す
と
い
う
こ
と
を
自
由
に
で

き
る
の
が
、皆
さ
ん
個
人
タ
ク
シ
ー
で
す
。
法
人

タ
ク
シ
ー
さ
ん
だ
と
会
社
の
方
針
が
あ
り
ま
す
。

自
分
で
営
業
方
針
を
決
め
て
自
分
の
や
り
方
が

で
き
る
こ
と
が
個
人
タ
ク
シ
ー
の
仕
事
の
醍
醐
味

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

東
京
代
表
　
推
薦
者
名

髙
槗　

浩
さ
ん	（
東
個
協・世
田
谷
第
三
支
部
）

松
山
邦
彦
さ
ん	（
東
個
協・練
馬
支
部
）

出
口
知
広
さ
ん	（
東
個
協・練
馬
支
部
）

石
井
晃
一
さ
ん	（
東
個
協・杉
並
第
二
支
部
）

岡
本
秀
樹
さ
ん	（
都
営
協・交
友
支
部
）

岡
本
時
範
さ
ん	（
都
営
協・東
京
相
互
支
部
）

山
内
一
真
さ
ん	（
都
営
協・朋
友
支
部
）

東
個
協・世
田
谷
第
三
支
部

髙
槗
　
浩
さ
ん

　

全
体
を
通
し
て

少
し
セ
リ
フ
が
固

ま
り
過
ぎ
て
自
然

体
に
な
ら
な
か
っ

た
か
な
と
反
省
し
て
い
ま
す
が
、普
段
か
ら
や
っ

て
良
い
反
応
が
あ
る
所
作
等
を
取
り
入
れ
た
り

と
、自
分
な
り
に
工
夫
を
し
て
臨
み
ま
し
た
。次

回
は
も
っ
と
自
分
ら
し
い
ナ
チ
ュラ
ル
さ
を
出
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、支
部
長
を
は

じ
め
支
部
の
理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
に
、全
力
で
サ

ポ
ー
ト
い
た
だ
い
て
無
事
通
過
で
き
た
こ
と
を
感

謝
と
と
も
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

都
営
協・交
友
支
部

岡
本 

秀
樹
さ
ん

　

昨
年
秋
の
予
選

で
の
反
省
点
を
生

か
し
て
、お
客
様
へ

の
会
話
と
接
客
を

ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
行
う
よ
う
に
心
掛
け
ま
し

た
。コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
て
か
ら
は
、日
々
の
営

業
で
も
特
に
お
客
様
へ
の
接
客
へ
の
意
識
が
高
く

な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
次
の
関
東
大
会
ま
で

に
、緊
張
の
中
で
も
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
よ
う
に
、コ
ン
テ
ス
ト
は
日
々
の
営
業
の
延
長
と

考
え
て
仕
事
に
励
み
、全
国
大
会
出
場
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、社
会
的
要
請
で
も
あ
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ド
ラ
イ
バ
ー
を
視
点
に
据
え
、出
場
者

は
交
通
弱
者
に
対
す
る
安
全
で
よ
り
安
心
感
を

与
え
る
お
も
て
な
し
の
所
作・動
作
を
競
い
合
い

ま
し
た
。コ
ン
テ
ス
ト
終
了
後
に
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
松
橋
真
理
子
さ
ん
か
ら
、以
下
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
コ
ン
テ
ス
ト
開
始
時
か
ら
の
継
続
し
た
テ
ー
マ

で
も
あ
る
『
お
も
て
な
し
』と
は
、相
手
が
誰
で

あ
っ
て
も
ど
ん
な
場
面
で
あ
っ
て
も
、目
配
り
や

気
配
り
を
し
て
何
か
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
回
で
す
と
、キ
ャ
リ
ー
バッ
グ
を

持
って
い
る
お
客
様
に
対
し
、荷
物
は
ト
ラ
ン
ク
と

決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
『
お
荷
物
は
い
か
が
し

ま
し
ょ
う
か
』と
お
聞
き
し
、お
客
様
に
決
め
て

い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、『
食
事
を

し
た
い
の
で
す
が
、何
か
お
す
す
め
は
？
』と
い
う

お
客
様
の
問
い
に
対
し
、『
お
好
み
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
が
』『
今
話
題
の
も
の
で
す
と
』等
の
枕

詞
を
入
れ
る
と
押
し
付
け
が
ま
し
く
な
く
、お

証明書原本の説明書き

 
「
お
も
て
な
し
」を

     
創
り
出
せ
る
人
材
に

　

２
月
27
日（
水
）午
後
１
時
よ
り
、日
個
連
会
館
地
下
会

議
室
に
お
い
て
当
協
会
主
催
の
「
接
客
マ
ナ
ー
コ
ン
テ
ス

ト（
準
本
選
会
）」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。各
団
体
の
予
選

会
を
勝
ち
抜
い
た
12
名
の
事
業
者
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、７

名
が
関
東
支
部
本
選
会
の
東
京
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

接
客
マ
ナ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
（
準
本
選
会
）

東
京
代
表 

事
業
者
の

声

一般社団法人  東京都個人タクシー協会会報平成31年4月号 第537号　⑵



氏
名	

所
属
団
体	

享
年	

病
名

福
澤
　
晴
由
記	（
東
個
協
・
武
三
）	

67	

心
筋
梗
塞

尾
崎
　
行
雄	

（
東
個
協
・
新
東
京
）	

74	

脳
出
血

瀬
戸
山
　
薫	

（
都
営
協
・
足
立
）	

69	

食
道
癌

寺
下
　
鶴
男	

（
都
営
協
・
板
橋
）	

71	

虚
血
性
心
疾
患

倉
知
　
克
昌	

（
都
営
協
・
板
橋
）	

60	

脳
梗
塞

松
本
　
功	

（
都
営
協
・
民
主
）	

73	

虚
血
性
心
疾
患

須
貝
　
金
吉	

（
多
　
摩
・
東
日
本
）	

74	

不
明

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃
報

＊
２
月 ■処分事案対処報告書（街頭営業適正化指導規程）	 平成31年2月報告分

会員 団体名 氏名 発生日 発生場所 対象行為 加重 処分内容

東個協 大田第一支部 Ｉ・Ｈ H30.10.2 港区新橋1-10 回遊車両 表示灯使用停止
精算停止

東個協 北第二支部 Ｓ・Ｋ H30.11.2 中央区銀座7-7
（車両進入禁止地区内） 乗禁地区営業 表示灯使用停止

精算停止　無線営業停止

東個協 文京第二支部 Ｓ・Ｓ H30.10.29 中央区銀座5-7 メーター不使用 加重 表示灯使用停止
精算停止　講習１日

都営協 東支部 Ｎ・Ｈ H30.8.31 新橋駅烏森口周辺 待機禁止無視 表示灯使用停止
換金停止

都営協 さくら支部 Ｔ・Ｔ H30.11.9 新橋一丁目交差点周辺 乗り場無視 加重 表示灯使用停止
換金停止

都営協 新中野支部 Ｔ・Ａ H30.11.9 難波橋周辺 乗り場無視 加重 表示灯使用停止
換金停止

※処分事案は会員団体に処分を要請し、平成31年2月中に処分内容の報告があったもの
※加重とは、処分事案としての処理が２回目以降となる場合です

■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程）	 （件）

発生月 警告事案 処分事案 処分事案（加重） 合計

平成31年1月 16 3 1 20

　

東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー
の
行
う
優
良
運
転

者
表
彰
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
継
続
勤
務
期

間
は
法
人
タ
ク
シ
ー
運
転
者
と
し
て
の
勤
務
期

間
を
通
算
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で
、表
彰

資
格
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
事
業
者
に
つい
て
は
、所

属
団
体
長
が
積
極
的
に
推
薦
し
、受
賞
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
優
良
タ
ク
シ
ー
乗

り
場
へ
の
入
構
資
格
を
得
ら
れ
ま
す
。

◦
推
薦
期
間
：
４
月
１
日
か
ら
５
月
末
日
ま
で

◦
表
彰
の
時
期
：
原
則
と
し
て
11
月

■
優
良
運
転
者
表
彰
基
準
等

◦
表
彰
区
分

　
・一
般
表
彰
（
５
年
表
彰
）

　
・
10
年
表
彰

　
・
20
年
表
彰

　
・
30
年
表
彰

　
・
特
別
表
彰
（
40
年
表
彰
）

◦
表
彰
対
象
運
転
者
の
資
格

　

基
準
日
：
当
該
表
彰
年
の
３
月
31
日

１
．基
準
日
以
前
に
お
い
て
、次
の
期
間
を
特
別
区・

武
三
地
区
内
の
タ
ク
シ
ー
運
転
者
と
し
て
継

続
し
て
勤
務
し
て
い
る
こ
と
。（
法
個
通
算
可
）

　
・一
般
表
彰  

過
去
５
年

　
・
10
年
表
彰  

過
去
10
年

　
・
20
年
表
彰  

過
去
20
年

　
・
30
年
表
彰  

過
去
30
年

　
・
特
別
表
彰  

過
去
40
年

＝
１
年
目
か
ら
受
賞
可
能
＝

２
．１
．の
期
間
に
お
い
て
、タ
ク
シ
ー
業
務
適
正

化
特
別
措
置
法
及
び
道
路
運
送
法
若
し
く

は
こ
れ
ら
の
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違

反
す
る
行
為
、「
法
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
安

全・サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
評
価
規
程
」
及
び

「
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
団
体
評
価
規
程
」

並
び
に
「
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
指
導
及

び
苦
情
事
案
取
扱
規
程
」に
定
め
る
評
価
対

象
事
案
及
び
対
象
事
案
が
な
い
こ
と
、並
び
に

「
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
等
適
正
運
営
の
推
進
に

関
す
る
規
程
」に
定
め
る
事
案
の
累
積
点
数

が
２
点
以
下
で
あ
る
こ
と
。

３
．基
準
日
以
前
に
お
い
て
、次
の
期
間
に
交
通

事
故
及
び
道
路
交
通
法
違
反
が
な
い
こ
と
。

　
・一
般
表
彰  

過
去
３
年

　
・
10
年
表
彰  
過
去
３
年

　
・
20
年
表
彰  
過
去
５
年

　
・
30
年
表
彰  

過
去
７
年

　
・
特
別
表
彰  

過
去
10
年

※
交
通
事
故
に
つ
い
て
は
、自
己
の
責
に
帰
す
べ

き
事
由
に
よ
り
、自
動
車
の
運
行
に
よ
っ
て
他

人
の
身
体
、生
命
、財
産
を
害
し
た
事
故
と

す
る
。

４
．接
客
態
度
が
良
好
で
他
の
模
範
と
な
る
者
で

あ
る
こ
と
。

５
．10
年
表
彰
に
あ
っ
て
は一般
表
彰
、20
年
表
彰

に
あ
っ
て
は
10
年
表
彰
、30
年
表
彰
に
あ
っ
て

は
20
年
表
彰
、特
別
表
彰
に
あ
っ
て
は
30
年

表
彰
を
受
賞
し
て
い
る
こ
と
。

※
有
資
格
者
は
、積
極
的
に
ご
自
分
で
確
認
を

行
い
、申
請
を
さ
れ
る
よ
う
、お
願
い
し
ま
す
。

優
良
運
転
者
表
彰（
タ
ク
セ
ン
）

　

個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に

お
い
て
は
１
年
以
内
ご
と
に

１
回
、定
期
に
、11
項
目
の

健
康
診
断
を
受
診
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

 

具
体
的
に
は
労
働
安
全
衛
生
規
則
に
規
定
す

る
次
の
健
康
診
断
を
受
診
す
る
こ
と
が
義
務

化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

○
定
期
健
康
診
断

１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、定
期
に
、11
項
目

の
健
康
診
断
を
受
診
す
る（
全
事
業
者
）

○
特
定
業
務
従
事
者
の
健
康
診
断

深
夜
業
を
含
む
事
業
者
は
６
カ
月
以
内
ご

と
に
１
回
、定
期
に
、11
項
目
の
健
康
診
断

を
受
診
す
る（
該
当
事
業
者
）

※
「
深
夜
業
を
含
む
業
務
」と
は
、業
務
の

状
態
と
し
て
深
夜
業
（
22
時
～
翌
５
時
）を

１
週
１
回
以
上
又
は
１
カ
月
に
４
回
以
上
行

う
業
務
を
い
い
ま
す
。な
お
、業
務
時

間
の一
部
が
深
夜
業
の
時
間
帯
に
掛

か
って
い
れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。

＝
夜
型
稼
働
は
年
２
回
＝

健
康
診
断
（
11
項
目
）受
診
に
つ
い
て
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NHK ハローワーク
渋谷

神南
小学校

勤労福祉会館

公
園
通
り

明
治
通
り

➡

至 

原
宿

至 

渋
谷➡

Ｊ
Ｒ
山
手
線

新庁舎 渋谷消防署

地図 名称 新所在地 旧所在地 移転日

渋谷区役所 渋谷区宇田川町1-1

渋谷区渋谷1-18-21
※旧所在地にあった仮庁
舎は、渋谷区役所 第二
美竹分庁舎となります。

平成31年1月 
建て替えが終わり元の場
所へ移転

地図
名称

湾岸線（東行き）大井南入
口の運用変更及び名称変
更「中環大井南入口」に

概要

湾岸線（東行き）大井本線
料金所の撤去に伴い、交
通の安全性及び円滑性確
保のため、大井南入口を中
央環状線方面のみご利用
可能な入口に変更するとと
もに、名称についても変更
する。

変更日 平成31年4月

【移 転 】

地理モニター報告�

【 道 路・橋 等 】

　

３
月
８
日(

金)

午
後
２
時
よ
り
、
個
人
タ
ク

シ
ー
会
館
会
議
室
に
お
い
て
、
今
回
で
18
回
目

を
迎
え
る
全
個
協
関
東
支
部
主
催
「
平
成
30

年
度 

行
政
と
の
意
見
交
換
会
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。
関
東
運
輸
局
自
動
車
交
通
部
森
髙
部

長
を
は
じ
め
、
局
・
各
支
局
の
担
当
者
、
関
東

支
部
関
係
者
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
よ
り
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部

秋
田
隆
支
部
長

　

大
変
残
念
な
こ
と
に
、平
成
30
年
度
は
無
車

検
運
行
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
第
一
弾
の
再

発
防
止
策
を
各
支
部
で
守
る
こ
と
が
出
来
て
い

れ
ば
、防
ぐ
こ
と
が
出
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、各
支
部
役
員
と
事
務
方
の
よ
り
密
接

な
連
携
が
重
要
に
な
る
と
考
え
、現
在
、第
三

弾
の
再
発
防
止
策
と
し
て
、支
部
の
巡
回
時
に

役
員
だ
け
で
な
く
、職
員
を
同
行
さ
せ
る
等
、

再
発
防
止
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
日
の
意
見
交
換
会
で
は
色
々
な
要
望
を
出

し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
11
月
、国
土
交
通
省
よ

り
譲
渡
譲
受
の
円
滑
化
に
関
わ
る
制
度
改
正

を
行
う
と
回
答
を
い
た
だ
い
て
お
り
、今
年
の

夏
に
出
て
く
る
制
度
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
期

待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
我
々
の
業
界

は
、国
を
挙
げ
て
の
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
化
に
対
応
し

た
新
決
済
機
の
準
備
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、今
年
10
月
の
消
費
税
増
税
に
伴
う
運
賃

改
定
、事
前
確
定
運
賃
や
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
に
つ

い
て
、分
か
る
範
囲
で
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
って
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
最
後
ま
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

関
東
運
輸
局
自
動
車
交
通
部

森
髙
龍
平
部
長

　

皆
さ
ん
は
、常
日
頃
よ
り
個
人
事
業
主
と
し

て
現
場
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か
肌
で
感
じ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
集
ま
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
近
年
、タ
ク
シ
ー
を
巡
る
情
勢
は
色
々
な
動

き
が
あ
り
ま
す
。ま
さ
に
激
動
の
真
っ
た
だ
中
、

追
い
風
も
あ
れ
ば
向
か
い
風
も
あ
る
と
い
う
状

況
で
す
が
、問
題
解
決
に
向
け
て
、現
場
を
一
番

知
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
通
じ
て
、タ
ク
シ
ー
業
界

全
体
の
活
性
化
に
取
り
組
む
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
忌
憚
な

き
ご
指
摘・ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、秋
田
会
長
か
ら
も
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、無
車
検
運
行
等
、問
題
が
起
き
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、時
計
の
針
を
戻
す
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
再
発
防
止
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

国道357号

　湾岸線
　（東行き）
　中環大井南入口から

➡

➡

中環大井南入口（外回り） 中環大井南入口料金所

大井JCT

大井入口（東行き）

新しい大井JCT
分岐位置

B

B

　湾岸線（東行き）
　羽田空港方面から
B ➡

　湾岸線（東行き）
　千葉方面へ  

B

C2

C2

C2

　中央環状線（外回り）
　大橋方面へ

C2

：　　中央環状線（外回り）へ
：　　湾岸線（東行き）へ

平
成
30
年
度

行
政
と
の
意
見
交
換
会

再
発
防
止
に
全
力
を
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